





という黒のクラフト紙見本を見て， 当時の， mulch paperの文献を調べたことがある.
Hutchins (1933)によれば， mulch paperの大規模の試験は， ハワイ島の砂糖栽培管理
人Eckartが1914年に caneの畦聞にアスフ Tルト紙を用いたのが始まりで， 1919年に
はパイナップル畑で、試験され， 1927年には全パイナップル面積の90%に mulchpaper 
が普及した。さらに全民は，約30種の園芸作物に mulchpaper試験を行なっていること





たまたま， 1960年11月に送られたDupontMagazine 54 (5)で， “Teflon" FEP. 
fluorocarbon filmと“Teslar"PVF film匂reenまたは black:)のシーチングが雑草を
防除し，園芸作物の生育を促進するという簡単な記事を見て，その試験を思い立ち， 1961 










試験区は巾 0.6mの短冊の畦床を足場30cmを隔てて.並べ1区0.6mx 2.4m， また
は0.6mx 2.55mの大きさで3区制とし，透明〈フィルムの厚さ O.05mm)，白 (0.11
mm)，黄 (0.13mm)，緑 (0.07mm)および黒色 (0.11mm)のフィルムでマルチし，
その両側を板または土で‘押さえた試験区をそれぞれ設けた. 1961年10月25日にレタス





無処理 マルチ 無処理 マルチ



























第 1表 マルチによる試験成績(1m2当り 3区平均)
ν タス| 雑 草
個体数 総室 岡百分比!個体数同百分比 総重 同百分比
a '‘ '‘ 341.4 - '‘ 19.7 2，065.9 145.4 419 50.8 27.5 
19.0 2.104.0 148.1 147 17.8 107.9 8.7 
18.7 2，251.2 158.4 138 16.7 43.7 3.5 
18.7 2，217.2 156.0 41 5.0 15.0 1.2 
19.0 2.280.5 160.5 3 0.4 2.7 0.2 




















































低地温が低いため， それの高い黒， 貰， 緑マルチ下より収量が少なく， 最低地温の一番
第 2表 a. "? Iレチ下の雑草数の変化
中央 (3∞cm量， 3区平均) 端 (3∞cm2， 3区平均〕
1月14日 1月29日 12月18日 2月21日 1月14日 1月29日 12月18日 2月21日
透 明 65 60 47 43 67 67 58 32 
自 45 33 26 1 60 56 51 33 
貧 58 52 46 25 62 40 40 28 
緑 44 33 25 10 53 27 18 9 
黒 2 2 3 。 13 。 3 。
無処理 75 65 52 41 86 74 56 43 
b.マルチ下の雑草発生率の消長 (対無処理〉




































































































て50.8%)，白は19種， 147本(17.8%)，賀は15種， 138本(16.7%)，緑は13種， 40 






ノチドメ，ハマスゲなど6種で14.8本， 9.6g，透明では， オオバコ， ハマスゲ， スミ






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1) マルチ上の温度は天気状態によって異なるが， 日中晴天に測った場合， 黒， 透
明，黄，白の4種では，無処理(土壌表面の平均26.40C)より高い. このうち，黒，透
明が最も高く，平均約30.OoC.つづいて黄28.0oC.白27.40Cで， 緑が無処理と同程
度の26.80Cになっている. 曇天日を加えた平均は， 黒， 透明， 黄が無処理より高く，
白，最は無処理と同じである(第4表a).






1月8日11月10日1月29日 2月23日 3月12日 3月13日 4月16日 平 均
時刻 1.∞ 10.30 13.30 13.30 10.∞ 10.∞ 10.00 
天気曇 快晴 快晴 薄曇 快晴 快晴 快晴 全 快晴
無処理 16.80C 25.60C 27.30C 22.70C 21.10C 25.0oC 33.0oC 24SC 26..oC 
透明 20.9 23.5 31.9 21.5 32.0 28.0 33.8 27.2 29.8 
白 19.9 21.7 27.0 19.6 一一 33.6 24.4 27.4 
黄 19.2 22.0 29.2 22.4 29.2 27.0 32.8 26.0 28.0 
緑 20.3 23.0 28.9 17.8 28.0 26.0 28.0 24.6 26.8 
































































3) 地表1cm下の地温 (1日最高，最低および両者の平均， ならびに 10時の地温〉
地表 1cm下の最高地温は白マルチでの平均23.70Cが最も高しかなり下って緑18.50C.
黄17.0oC.透明 15.10C材が少差でつづき，黒フィルム 10.10Cが最も低くなっている.








黒 4.10C，賞3.70C， 繰 3.20Cが少差でつづき， 白マルチ1.40Cが最も低くなってい
る(第5表，第6図).
第 5表 各マルチの地表1cm下の1日;最高，最低， 10時および最高，最低の平均地温 (Cつ
2月 2月 2月 3月 3月 3月
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第 T 闘地表 lcm下の 1 日の'fI'~J*温{・高最低}ー移動平均 (6 日 C と}
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第S図 地表1cm下の1日10・害の地a-移動平均 (6日どと〉
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に対して 60%位から， 2月，..， 3月50%，40%と低くなり*，さらに4月上旬には 30%と
なっている. 緑マルチでは， 3， 000，.6， 500 Lの範囲で全期間大体15%程度であり，黒マ
ルチでは各期ともに 10，.20Lしかなく，ほとんど暗黒である(第6表，第9，10図).
第 6表 各マルチ下の照度(単位1∞L)
11月 11月 11月 11月 12月 12月 2月 3月 3月 4月
6日 13日 15日 29日 15日 20日 23日 8日 12日 11日
時刻 13.30 13.30 13.30 13.30 13.30 13.30 13.30 13.30 13.30 13.30 
天気 快晴 晴 快晴 快晴 快晴 晴 晴 快晴 快晴 曇
無処理 330.0 275.0 283.0 285.0 210.0 220.0 430.0 720.0 6鈎.0 650.0 
透明 320.0 256.0 230.0 235.0 180.0 160.0 370.0 540.0 540.0 570.0 
白 198.0 160.0 190.0 140.0 170.0 160.0 190.0 330.0 270.0 260.0 
黄 188.0 190.0 160.0 160.0 130.0 150.0 170.0 270.0 230.0 初0.0
緑 42.6 45.5 36.0 35.0 31. 0 32.0 48.5 65.0 60.0 43.0 
黒 0.14 0.07 0.14 0.1 0.14 0.18 0. 27 O.Zl 0.27 0.02 
(対照に対する率%)
無処理 1∞.0 100.0 1∞.0 1∞.0 1∞.0 100.0 1∞.0 1∞.0 100.0 100.0 
透明 97.0 93.1 81. 3 82.5 85.7 72.7 86.0 75.0 78.3 87.7 
白 印.0 58.2 67.1 49.1 81. 0 72. 7 44.2 45.8 39.1 40.0 
黄 57.0 69.1 56.5 56.1 61. 9 68.2 39.5 37.5 33.3 30.8 
緑 12.9 16.5 12.7 12.3 14.8 14.6 11.3 9.0 8.7 6.6 
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10月 10月 11月 11月 11月 11月 12月 12月 2月






28.0 27.5 27.4 27.8 27.2 
26.4 26.3 26.2 26.7 25.9 
2o. 7 26. 0 26. 1 26. 6 26.3 
25.9 25.8 25.5 26.7 27.0 
26.6 25.4 26.1 26.6 26.8 
26.4 26.3 27.5 
25.1 25.0 26.5 
25.3 25.7 26.8 
25.3 25.4 26.2 
26.5 25.0 26.5 
透明 31.6 31.6 26.6 
自 26.3 27.4 26.9 
賞 28.2 28.9 25. 8 
緑 31.6 32.5 27.7 
黒 27.1 28.2 25.9 







































透明 6.10 6.18 
自 6.18 6.62 
賞 6.50 6.18 
緑 6.30 6.62 
黒 6.20 6.85 
透明 6.50 6.57 
自 7.02 7.20 
責 6.78 7.03 
緑 6.60 6.72 
黒 6.72 6.88 
透明 6.87 6.89 
白 6.32 6.ω 
貧 6.90 7.10 



















Smith (1931)の Papermulch試験では， 土壌本分の保持は表層J追わ 4インチ層に局
|供され， !~~紙では土壊ìM!主を Ir !jめ， )火色紙でl土逆に低卜 Ltこ. 多くの火のあるマルチは色
によってマルチしない|叉.よりもj山首μ:イ尽くなったといい， 同ilt!?えには， Hartung (1926) 
が黒紙マルチは土壌の 3インチドで:1~4. 50 F I':~ く， パイナッフソレを 20~25%j骨収した
と記してし、る.




















静岡県農試の二宵， 鈴木(1958) らによれば， 7175を透明ビニールでマルチンク"すれ
ば， --rlの熟j明を促進して 20~30 %と前期収日:を高める.それはマルチが地温を高めたた
めで‘ある.たとえば曇天(2月191)で 1I1中2~:3 oC，附天 (2月20日)で朝 20C， 
日中で 6~70C，夜間で 3~40C f，';j\，、という.
兵庫農試の猪沢(1958)は， }7f.1年科士吉で透明ビニーノレまたはポリエチレンフィルムのマ
ルチは，地下 5cm 附近で対照に比べて日中 4~60C ， 夜間 2~3 oC高く，根群の発育



























































係は，その相関係数0.81，回帰 y= 362. 7 x + 52. 6……自乗法計算 (y= 531. 2 x -60. 4 
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均日射量では10月下旬が全日に積算して270gCal.jday， 13時30分はO.65 g CaLjmin. 
で.12月下旬には全日 200g Cal.， 13時30分O.3g Cal.で最小であり，それ以後はしだい













回帰 Y;::96581xー 50270・・・…〈自乗法〉の直線が示されるので. 13時30分の日射量19
Caljmin.の対応値を46，000L*とし，後者を前者の100，0∞佑ーにして前述同様に作図す
れば，第14図bのよ うになり， 13時30分の照度と日射量の各測定値の点は相近づいてい

































0.05 %)である黒が最も少なく， 次いで緑(15%)白 (55%)黄 (45%)透明 (85%) 
と照度率の大きい順に，すなわち，本数が0.4→50.8%，重量が0.2-'27.5%と大きくな
ホ同帰式からは46，311となるが便宜上 46，∞oとLて作凶Ltニ.日射量と照度の量的関係はむ




901- 軍脇田且 Hl+It 塵麹z ナグ骨
怪童3ナ ズ ナ
8O ~ 悶 ~:週 匝盟，、 コ ，、. . 
オオイ:1t"7〆リ
70十 応羽 院羽 区麹スズメノカタピラ
亡コそ の 他














(1∞) (85) (55) (45) (15) (0.05)¥率X)





















1) 1961年 10月から1962年4月の期間において，テフロンブラッ クフィルム有色ビ
ニール，白色ポリエチレソフィルムなどでマルチして，そのフィノレムドの照度， フィルム







日の照度変化を推定してみた.まず13時 30分 (x) と全日 (y)の日射量の相関.回帰
は r= 0.815， y = 362.7 x + 52.6……臼乗法計算 (y=531.2x-60.4……平均法計算)
となり，その中間値，y = 447 x -3. 9から z軸に測定fJを，y軸には全日のu射量と 13
時30分の日射量をとり， 前者を後者の450f古として作図し， そのプロット点を結べば，
2曲線はほぼ一致した.また131待30分のH射量:(x) とI"J時刻の照度 (y)のItJには対
数値目盛で r=0.948， log yニ1.829log x + 4.6405……自乗法計算。ogy =1. 946 log 
x + 4.6476・・・・・平均法計算〉の関係がみられた. しかし照度20，000から70，000L(日射
*一応次に述べる各フィノレムの光の波長の透過ネの違いを考慮外とL， 照度だけについて，各
フィノレムの如、処理に対する照度ネ(平均)と最終調貨の一年牛ー 雑草のl'C1t率との相関同帰をJ十
算して見ると，木数で'1，r =ー0.881，y = 1.05 x +79.37，重ロ;においては r=ー 0.811.
y=l.Ol x + 68.29となる.
料マノレチ下が高温障害となるおそれあるときは黒よ り緑フィルムの使用がよいだろう.
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4) マルチ上面の温度は， 日中晴天の場合には， 黒，透明，賞，白，緑，無処理の順
に高く，緑は無処理と同程度になっている.マルチ下の温度は，透明では初めは無処理よ
り高いが後にはフ~ Iレムの破損で低くなり， その他は一定の傾向がつかめなかった. ま
た地表面1cm下の最高地温は， 由23.70C，緑18.50C，貨17.50C，透明 15.10，C，黒
10.IOCの順であり，最高と最低地温の平均値， 10時の地温でも白が高く，緑，貧，透明，
黒の順になっている. しかし地表面1cm下の最低地温は逆に透明，黒が5.30 C， 4.10 Cと




5) マルチ下の土壌水分は， マルチ下で、若干乾燥した傾向があるが， 大体マルチ前の
大小の願が後まで-持続した. またマルチ下の土嬢 pHは僅かに酸性 (pHで0.2-0.4の
変化〉になる傾向を認めた.両者とも色によるちがいはなかった.
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